
















 卵巣を摘出した（OVX）群と sham 群の各ラットの舌尖部に 5%ホルマリン溶液の 1 回投与または NGF
（1000 ng/10 μL），リン酸緩衝生理食塩水を 1 週間毎日投与し（計 54 匹），薬液投与前後の行動変化とコン
デンスミルクの飲水量変化を分析した． 
 ホルマリン投与により口を動かす，舌突出などの顔面領域の行動が増加した．NGF 投与でも同様の行動
変化がみられた．さらに OVX 群では NGF の繰り返し投与によりこれらの行動量が大きく増加した．また
NGF を投与した OVX 群で投与開始 1 日後飲水量が有意に減少し，それ以降も他の群と比較し飲水量は低
値を示した． 




 本論文は卵巣摘出ラットに NGF を投与し，疼痛関連行動の観察による口腔灼熱症候群の実験的モデ
ルを作成することを目指した研究である．女性ホルモン減少と NGF 増加は口腔内の疼痛関連行動を変化
させる可能性を見出した．本大学院歯学研究科高度口腔臨床科学コース専攻，松本勝洋に対する最終試験
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